研究専門部会長 by 冨澤,一隆 & 冨沢,一隆
〔研究専門部会長所見〕
冨 澤 一 隆(Kazutaka「lbmizawa)
昨年4月 に研究専門部会長お引き受け して以来,早 くも1年 半が過ぎよ うと しています。
昨年 は高額 ソフ トウェアの購入要項について多少の手直 しをいた しま した。利用実績 は今まで
に教育 目的14件,研 究 目的8件,合 わせて年平均700万 円余の購入金額に達 してお り,情 報
科学セ ンター として教育 ・研 究にかな りの貢献を していると思ってお りますが,今 後 も利用範囲
の拡大に向 けて検討 してお ります。 またユーザーが有効に利用できるよ うな契約形態および利用
形態であるように,工 夫 を したい と思ってお ります。
高額 ソフ トウェアの選定 と購入に研究専門部会が関わっていることについては,こ れに代わる
委員会の必要性を感 じてお りますが,そ の設置についてはまだ手つかずの状態 です。引き続き選
定 と購入のプロセスについて検討 してゆきたい と思っています。
システ ム開発研究員制度については,SEの 方 々よ りいろいろご意見を伺い,私 案を合宿で検
討 して頂いた段階です。今後情報 システム事務 部にお ける検討 をお願い して早期の凍結解除をお
願 い したい と思ってお ります。情報化世間一般 に進ん でいる昨今,専 門的な知識や技能 を有す る
人材 の育成 と処遇 は,情 報科学セ ンターおよび情報システム事務部に限 らず,大 学の各部署で重
要な問題になるものと思 ってお ります。システム開発研究員制度 に何 らかの前進を与えることで,
この難 しい問題 の解決への足掛か りになれ ばと願 っています。
以上のよ うな規定や制度 に関わる ことの他に,研 究専門部会 と して本来取 り組むべき研究活動
として,自 主ゼ ミ,研 究会,講 演会などを実行 ・計画 してお ります。ス タッフ会 メンバー諸氏の
強力な後押 しで実現の 目処がたった ものばか りです。
研究専門部会 の始めての試み として 「量子 コンピュータ」に関する自主ゼ ミとしてを夏期休暇
中よ り始めてお ります。理科系か ら文科系 まで含むバ ラエテ ィに富んだ約20名 参加者を迎えた
ゼ ミナールになってお り,和 泉校舎研究棟 においてすでに6回 を数 えています。
システム開発研究員制度の凍結に伴って しば らく休止 され ている情報科学研究会および研究成
果発表会に代わって,今 年は情報文化学会,学 長室,サ イエンスハ ウス情報文化研究会の協力を
得て情報技術研 究会を 「最近のIT技 術動向」 とい う仮題で開催す る予定をしています。 また
情報科学センター主催の講演会 としては,い まホ ッ トな量子コンピュー タと量子カオスに関する
講演を予定 してお ります。
情報科学センターの諸氏お よび情報 システ事務部の諸氏のご協力 を得 てお りなが ら,い まだ部
会長の席 をけが してお ります。
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